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今臼の俊~日に、金目村は、平塚市と合

併、わが平塚市民の心からなる数殺を引?
て、金問村氏4， 500名の人々が、家族の--_R

となり、市民として、伶好〈、将来の平塚
市の繁栄のために、協力体勢百?ととのえて

ν くことにな D ました。

蓄量当誌の経緯については、すでにみななも

も締法実習のことですし、「ひらつかJ 紙上

の市長時穏にも勢いておきましたので今さ

らくり返す必聖書はないとおもいますが、新

しい平塚市が誕生するための、震わば、陣

痛期が少し長かったというわけで、それ行

けに生れたこ子供を丈夫に育てる焚伎を、み

な話んとともに来してゆきたいとおもうの

です。新しく新市城になった金良地区には

有名な金医綴管が為ります。先臼、たまた

ま行きあわせたために、御挨拶の機会を得

た対人会主僚の敬老会でもお認ししたこと

ですけれど、観脅さまは、平和の偽さまな

のですから、みんなで伶好く平和にやって

ゆかない色、機管さまにも合わす顔がない。

合併した以上は、同じ平塚市民として、い

つも全市域主r対象に、生活の安

定も、福祉の向上も符えてゆか

ないと、新しい都市産量殺の理想

は主義成することができないので

す。そのためにこそ平和を念願

して綴脅さまに乎を会わせるの

で、一家のうちで、鹿分化

けよければ、緩や兄弟綿

妹はどうでもいいから、
土沢智換

御利益をと麟フたところ 3 ,920 

で、観管きまはそツ夜を

お向きでしょう。さアみ

なきん一言蓄に合掌しましょう。

秋の穏り入れを主主えに、t宇都下畿後の村金額段、今日容器

年の村袋詰と閉じて平塚干告に合併し窓した。金額 JIIに添う

審議野擦1設を務!こまをると、幾しい丘陵 éJII辺りをいろどつ

で、会関の村惑が散在します。村運とつらぬいて液れる金
額 }III土、とこの土地の人々の生命を窓惑しすこ援畿とともに、

い繋もなお村を袋署脅し、訪れる人の鈴矯をさそい繋す。
にの合併によって、平塚市の人口 iま遂に10万台を突破、

102， 317人を数え、調機は65， 91km:2財政カ 563， 681手

間 (31年度一級会針決総見込み) f乙華撃しました。今関か
ら村役場あと 1<:、常役所金額出張所がひらかれ窓す。




